
第1条（対象土地）

所在

地番

地目

第2条（境界の確認）

境界点

境界標 □あり　□なし

第3条（立会い）

立会日

甲側立会人

第4条（確認図面）

第5条（境界標の管理）

第6条（将来の取扱い）

第7条（協議事項）

本協定締結の証として、本書2通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各1通を保有する。

締結日：＿＿＿＿＿年＿＿＿月＿＿＿日

甲 住 所 乙 住 所

名 称 名 称

代 表 者 ㊞ 代 表 者 ㊞

乙側立会人

土地家屋調査士等＿＿＿＿年＿＿＿月＿＿＿日

甲所有地 乙所有地

□コンクリート杭　□金属標　□その他（　）

甲及び乙は、前条に定める土地の境界について、現地で確認のうえ、別添の境界確認図に示す境界

線を両土地の境界として確認する。

本協定に定めのない事項又は境界に関して疑義が生じた場合は、甲乙誠意をもって協議し、解決す

るものとする。

甲及び乙は、境界標が設置されている場合、これをみだりに移動、撤去又は損傷しないものとす

る。

本協定において確認した境界の位置は、別添の境界確認図に表示するものとし、当該図面を本協定

書と一体のものとして取り扱う。

甲及び乙は、対象土地を第三者に譲渡その他の方法により承継させる場合、本協定による境界確認

の内容を当該第三者に伝えるよう努めるものとする。

土地境界確認に関する協定書

＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「甲」という。）と＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「乙」という。）は、それぞれが所

有する土地の境界について確認し、次のとおり協定を締結する。

種類


